アジア原子力人材育成会議　概要
（2010年６月３日　福井県国際交流会館）
会議の概要を以下に示す。

1.
インドネシア、日本、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナムの東アジア６カ国から４５人が参加した。

2.
インドネシア、マレーシア、タイ、ベトナム各国は、2015年から2025年にまで各国の原子力発電所初号機の運転を開始することを表明し、フィリピンはバターンの原子力発電所を再開することを検討しており、マレーシアは原子力発電所建設計画決定に向けての最終段階にある。
3.
急速に増加する(電力)需要に対応し、温室ガスの放出を抑制するために、原子力発電所の導入は有効である。
4.
放射線利用や放射性同位元素の利用は、人類の健康維持、食料生産、工業、環境保護の面で有用である。
5.
原子力発電所初号機の導入のためには人材育成が最も重要である。

6.
原子力人材育成は、原子力発電所の導入を意図するインドネシア、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナムにとって喫緊の課題である。

7.
これらの５カ国においては、農業、工業、医療分野における放射線利用の分野でも人材育成が求められている。

8.
５カ国は、日本政府に対して研修コースや現場におけるOJTを通じてその経験や知識を伝えることによって原子力利用分野における人材育成への支援を要請した。

9.
これらの５カ国は、原子力発電の分野と放射線利用の双方の分野における原子力利用を推進する人材育成に向けて、福井県との連携を強化することを期待している。
10. 会議で議論された原子力人材育成センターが実施すべき重要な事項は、安全規則体系、原子力発電所の立地地点の環境アセスメント、教育担当訓練プログラム、人材育成に必要なコスト分担、パブリックアクセプタンス(地元理解)、原子力発電所カリキュラムのための専門家による支援等がある。
11.
福井県の国際原子力人材育成センターには、これらの５カ国に対する原子力発電や放射線利用の分野における研修、研究、知識や経験の共有、高等教育に関する機会を提供することを期待する。
12.
福井県内における軽水炉発電所、シミュレータを持つ運転訓練センター、高速増殖炉もんじゅ、陽子線加速器、廃止措置中の「ふげん」等の種々の(原子力関連)施設は、福井県国際原子力人材育成センターの国際的な研修のために有用である。

13. 福井大学や福井工業大学は、アジアの５カ国からの学生への原子力分野における科学技術教育に関する貢献を期待されている。
今回の会議は、原子力利用分野における日本の国際貢献を強化するとともに、アジアの発展途上国の期待に合致しており、出席した５カ国すべての出席者は、今回のアジア原子力人材育成会議を開催した福井県に対して深く感謝するとともに、今後、各国の原子力に関する人材育成を推進するに当たって、福井との強力なネットワークを形成することで合意した。

